
小学校プログラミング教育実施レポート 
令和２年度から必修化された小学校プログラミング教育の実施の様子を紹介するものです。 

未来の学びコンソーシアムにて実施内容の精査を行うものではありません。 

学習活動名 わたしたちのくらしをささえる人々の仕事（社会） 

学年 小学校第３学年 

目標 スーパーマーケットでは、客が買い物しやすいように工夫や努力していることを理解でき

る。 

教材タイプ 簡易ロボット教材 

使用教材 Bee-Bot 

環境 児童２人で１台の端末を利用 

都道府県 埼玉県 

実施校 戸田市立戸田南小学校 

学習活動の概要・児

童の様子（プログラ

ミングの活動を中

心 に 記 載 く だ さ

い。） 

１ これまでの学習を振り返る。 

２ 学習課題をつかむ。 

 

 

 

３ 命令カードの指令に従って、Bee-Bot に店内を走らせる。 

・ ワークシートに Bee-Bot が進む順番を書く。 

Ａ店：通常のスーパーマーケット（配置に工夫あり） 

Ｂ店：配置が工夫されていない店 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ グループで話し合う。 

５ 全体で話し合う。  

６ まとめる 

成果と課題 〇順序よく、最短距離での買い物をすることを意識させたことで、なぜ買い物がしやすいの

か理由を考えることができた。Bee-Botを使ったことで、トライ＆エラーを繰り返しながら、

話し合い、答えを導く事ができた。 

▲Bee-Bot に買い物をさせるのに、命令が多すぎて時間がかかり、A 店と B 店を比較するま

でに時間がかかってしまった。もう少し簡略化した経路にすればよかった。 

 

Bee-Botに買い物をさせて、売り場のつくりのひみつを見つけよう 

 


